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	1．適応疾患   ホクロ、イボ、血管腫、魚の目。
	2.　治療回数・治療間隔・所要時間  1）治療回数：通常1～2回。　1回で取り切れることがほとんどですが肉眼的手技には限界が
	あり、まれに深部に病変の取り残しがあると大部分が2ヶ月以内に再発するため、再度の切除が必要です。　2）治療間隔：1回で
	取り切れなかった場合は、再発後の2ヶ月前後に２回目を実施。　3）所要時間：注射による局所麻酔が10分間。病変の大きさ
	10×10mmにつき約5分間。

